
 
 Analytical Chemistry                             化学分析学  
  
 
  

Ⅰ 電気化学バイオセンサ 
Electrochemical biosensors 

 
水谷文雄・安川智之・松原則男  

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  
 
  

電極表面上に固定化した抗体，酵素等の生体分子の特異的な基質選択能を利用し、高感度で簡便に生体分子を

計測するシステムを構築している。酵素反応生成物を電極表面上に蓄積、濃縮することにより、pMレベルの尿

中腫瘍マーカーを検出可能な高感度免疫センサーへと応用展開している。さらに、2酵素間における基質の酸化

還元サイクルを利用した高感度化、 イムノクロマトグラフィーとの融合に関する研究を行っている。  
 
  
  

Ⅱ マイクロ・ナノ電気化学を用いた細胞機能評価 
Investigation for cellular activities by using micro- and nano-electrochemistry 

 
 

水谷文雄・安川智之・松原則男 
Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  

  
 

単一細胞のサイズと同程度以下のサイズのニードル型マイクロ・ナノ電極を作製し、単一細胞に近接させるこ

とにより細胞の機能および活性をリアルタイムで計測するシステムを構築している。骨格筋細胞の近傍に電極を

設置し、細胞の呼吸活動に伴う酸素消費量を単一細胞レベルで計測した。高感度電気化学バイオセンサの技術を

小型化し測定対象物質の拡充を行っている。  
  
 
  

Ⅲ 誘電泳動による細胞および微粒子操作 
Manipulation with microparticles and living cells based on dielectrophoresis 

 
水谷文雄・安川智之・松原則男  

Mizutani, F., Yasukawa, T., Matsubara, N.  
 
  

誘電泳動による微粒子を大量一括で迅速に配列可能なシステムを構築し、免疫アッセイおよび細胞機能探索へ

と応用展開している。くし型バンドアレイ電極に微粒子を導入し、交流電圧を印加することにより瞬時（1秒－

1分）に微粒子や細胞の配列を得た。通常の免疫アッセイでは1時間以上の計測時間を要したが、本手法により

トータルで約3分と極めて迅速な免疫測定を可能にした。さらに、同時多項目計測が可能なデバイスの構築を行

っている。   
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19回化学とマイクロ・ナノシステム研究会，石川，2009.11.7-9  
III-22   吉田悠亮・Ramon-Azcon Javier・安川智之・水谷文雄：微粒子表面に固定化されたグルコースオ

キシダーゼの高感度電気化学計測．第19回化学とマイクロ・ナノシステム研究会、石川、2009.11.7-9  
III-23   安川智之・水谷文雄（招待講演）：誘電泳動を用いた高感度迅速ELISAシステム．2009年度第3回

ナノバイオデバイス実装技術研究会、姫路、2009.11.27  
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III-24    安川智之・吉田悠亮・Javier Ramon-Azcon・Hyun Jung Lee (東北大)・珠玖 仁(東北大)・末永

智一(東北大)・水谷文雄：負の誘電泳動を用いた迅速な免疫センシングシステム．第19回日本MRS
学術シンポジウム、横浜、2009.12.7-9  

III-25    安川智之（受賞講演）：微粒子の迅速操作技術を用いた細胞チップの開発とマイクロ電気化学による

機能評価．近畿分析技術研究奨励賞、大阪科学技術センター、2010年1月8日  
III-26    安川智之・Javier Ramon-Azcon・吉田悠亮・末永智一(東北大)・水谷文雄：微粒子マニピュレー

ションによる迅速なイムノセンシング．第22回バイオエンジニアリング講演会、岡山理科大学、2010
年1月10日  

III-27   安川智之・Javier Ramon-Azcon・吉田悠亮・水谷文雄：Rapid Immunosensing Based on 
Accumulation of Microparticles by Negative Dielectrophoresis. 特定領域「バイオ操作」第8回
公開シンポジウム、九州大学、2010年3月11日  

III-28   Javier Ramon-Azcon・安川智之・水谷文雄：Negative dielectrophoresis to develop an 
immunodevice for analysis of pesticides residues in food. 電気化学会第77回大会、富山大学、

2010年3月31日  
 
  
大学院物質理学研究科  

博士前期過程  
吉本有希： マイクログルコース電極の開発と単一細胞計測への応用  
原田理恵： クーロメトリックな高感度免疫測定システム  
吉田悠亮： 誘電泳動を利用した迅速な免疫測定法  
吉村友希： 酸素濃度制御型マイクロ酵素センサの構築  

 
  
科学研究費補助金等  

1  科学研究費補助金（平成19～21年度） 基盤研究（B）  課題番号:19350044  
研究課題    医療計測のための超高感度・他項目免疫センサーの開発  
研究代表者  水谷文雄  

  
2  科学研究費補助金（平成18～22年度） 基盤研究（S）  課題番号:18101006  

研究課題    多機能ナノ電気化学顕微鏡システムの創製 

研究代表者  末永智一  
研究分担者  水谷文雄  

  
3  科学研究費補助金（平成21～22年度） 特別研究員奨励費  課題番号:21・09041  

研究課題  誘電泳動および電荷蓄積法を応用した迅速・高感度免疫測定法の開発  
研究代表者 水谷文雄  

  
4  平成20年度兵庫県COEプログラム推進事業 （平成20～21年度）  

研究課題   新規尿中腫瘍マーカー検出用免疫センサーの開発研究  
研究代表者 水谷文雄  

  
5  科学研究費補助金（平成20～21年度） 特定領域研究  課題番号:20034050  

研究課題    誘電泳動を利用する細胞の表現型別識別と分離  
研究代表者  安川智之  

  
6  科学研究費補助金（平成21～22年度） 挑戦的萌芽研究  課題番号:21655064  

研究課題    酸素濃度制御型マイクロセンサーによる単一細胞のグルコース消費量解析  
研究代表者  安川智之  
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7  科学研究費補助金（平成18～22年度） 基盤研究（S）  課題番号:18101006  
研究課題    多機能ナノ電気化学顕微鏡システムの創製  
研究代表者  末永智一  
研究分担者  安川智之  

  
8  独立行政法人科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業（JST-CREST）（平成20～25年度）  

研究課題    電気化学的な異種材料ナノ集積化技術の開拓とバイオデバイス応用  
研究代表者  西澤松彦  
研究分担者  安川智之  

  
9  平成20年度兵庫県COEプログラム推進事業 （平成20～21年度）  

研究課題    新規尿中腫瘍マーカー検出用免疫センサーの開発研究  
研究代表者  水谷文雄  
研究分担者  安川智之  
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